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の途中に建っていましたが、昭和のはじめ頃現在の場所に移されました。

おおぐす

北野天満宮の大樟
ねもとしのうい えだば じゅこう
根元周囲は22.0m、枝張りは束へ11.0m、樹高17.5mを測ります。その大きさにも圧倒され

ますが、特に根元のふくらみ方がめすらしく 、地上2.5mより二股に分かれ、その特異性を誇っ
しゅれい

ています。そのため、福岡県文化財に指定されたのです。正確な樹齢は不明ですが、北野天満宮
てんぎ

が天喜2(1054)年に京都の北野天満宮の分社として建立されたことから考えれば、あるいは

北野天満宮建立当時に植えられ、樹齢も900年近いことが推測されます。

匿壼’ きょうろく かんさいじちくごしゅうかわきたのしょう
北野天満宮の鰐口は、刻んである文字によれば、享禄4(1531)年、 「関西路筑之後州河北野庄

てんまんぐう だんなくさのなかつかさしょうすけふじわらあそんちかなが ほうのう はいづかさまのすけひでいえ
天満宮」に「檀那草野中務少輔藤原朝臣親永」が奉納し、「灰塚左馬助秀家」が鋳造したものとな

っています。

［記ii会論葎苓i§i箪詞蘊］
毎年10月の第3日曜日（本来は10月19日）に

ごしんこう みこし
催されるお祭りです。御神幸はお神輿を中心と

ふりゅう ちござようれつだいみょうざようれつ
して鼠 流を先頭に、稚児行列、大名行列が続き、
ぎよつしへいさしやぷさめ うじこ
行司、幣指、流鏑馬なと、200人ほとの氏子をお

しもみやおたびしょ
供に従え、下宮（御旅所）までの参道1.6キロを

往復します。

以前はおくんちの日になると、境内や参道に

おみやげ品や日用品、農作業用品などのお店が

軒を連ね、多くの参拝者や見物人でにぎわいま

した。この情景は、江戸時代この参道が参勤交
さつまぼつのつかいどつ

代に使われた薩摩坊ノ津街道であったこと、ま

た北野町が天満宮の門前町として発展してき

たことを物語っています。
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遺跡一覧表

遺跡名 遺跡の時代 遺跡の概要

黒くろ岩いわ家けのモチノキ
正確には「クロカネモチ」といい、綺嵐‘は 400

年くらいか推定されています。

鳥とり巣す遺いせ跡き 弥生
筐籍が出土したと伝わる場所です。現在、その甕

棺はどこに行ったのか？わかりません。

じ十ゅう郎ろう丸まる長は谷せ占こい遺せ跡き 弥生
か甕めか棺ん璧ぽの遺跡です。本格的な調否はしていません

ので、今もこの地に眠ったままです。

北野天満宮の参道であり、九州の縦の動脈でもあ

薩さつ摩ま坊ぽうノの津つか街いと道う 平安～ ります。江戸時代には参勤交代にも使われていま

した。

北きた野のて天んま満ん宮ぐう下しもみ宮や おくんちの時に使われる、 別名「御おた旅びし所ょ」。お祭

りの際に天神様をお連れする腐筐

筑後川の渡し場のひとつ。今のく神ま代しろば橋しあたり。鎌

く神ま代しろのわ渡たし 倉時代のおわり、「象計も扉嚢藉」の話が残ってい

ます。

中島集落の南側に小さなla:祠...:こらがあります。江戸時

な鯰ます久く保ぽす水い神じん社じゃ 江戸 代中頃、筑後川のほ放うす水い路ろを掘った功こう労ろう者しゃ達を祭っ

た神社です。

お大お島しま遺いせ跡き
古墳時代おわりの集落跡です。住居跡や土坑がみ

古墳
つかっています。

溝や小穴がみつかりましたが、時代を示す

ものがなかったので、未だに詳しいことが

い今まや山ま堂どう屋やし敷き遺いせ桝> わかっていません。でも、 「ど堂う屋やし敷き」という

地名から、なにかの屋敷跡である可能性が

老えられます。

い今まや山まむ向こうさオいノの木き遺いせ跡き
古墳時代はじめの集落跡です。関西地万の

古墳
土控がみつかっています。


